
 地域の社会経済構造そのものを将来の感染症リスクに対しても強靭なものへと改革することを推進する観点から、地方公共団体
が地方創生臨時交付金を活用して取り組むことが期待される20の政策分野を「地域未来構想20※」として例示。

 地域未来構想20の実施に当たっては、各分野の専門家との連携、既存施策や国の施策との連携、他分野の施策との相乗
効果の追求などを強化することが重要であり、そのような連携・追及を強化するために、「地域未来構想20 オープンラボ」を創設。

 「地域未来構想20 オープンラボ」では、政策分野ごとに、①当該分野に関心のある地方公共団体、②当該分野の専門家と
提供可能な技術・ノウハウ、③当該分野の関係省庁と活用可能な支援策を紹介。

 地方公共団体、各分野の専門家、関係省庁がつながる場を提供することで、各地方公共団体における取組の検討・事業実
施を支援。

※ 地域未来構想20：３密対策、発熱外来、ｷｬｯｼｭﾚｽ、行政IT化、防災IT化、脱炭素社会への移行、ｽｰﾊﾟｰｼﾃｨ、地域経済の可視化、教育、医療、地域交通
体系、文化芸術・ｽﾎﾟｰﾂ・ｺﾝﾃﾝﾂﾋﾞｼﾞﾈｽ、ﾘﾋﾞﾝｸﾞｼﾌﾄ、ﾊｰﾄﾌﾙ、強い農林水産、地域商社・DMO、物流の進化、新たな旅行、商品券・旅行券、事業構造改革

地方公共団体 各分野の専門家

関係省庁

臨時交付金等を活用して取り組みたいと考
えている政策分野を登録

• 政策分野ごとに相談できる専門家や関係省
庁をワンストップで探せる

• 各分野の専門家が提供可能な技術・ノウハウ
や関係省庁の施策をワンストップで調べられる

地方公共団体に提供できる技術・ノウハウ
を有している政策分野とその内容を登録

• 自身が提供可能な技術・ノウハウを全
国の地方公共団体に周知できる

• 特定の政策分野に取り組もうとしている
地方公共団体をワンストップで探せる

地方公共団体が活用できる支援策等とそれ
を所管している部署を登録

特定の政策分野に取り組む地方公共団体・
各分野の専門家をワンストップで調べられる

地域未来構想20 オープンラボの概要
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